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◆人生の節目には国民年金の届出を◆

●
建
設
工
事
の
競
争
入
札
参
加
願
い
を
申

請
す
る
方
へ

　

入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
建
設

業
の
許
可
お
よ
び
経
営
事
項
審
査
を
受
け

て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。　

　

申
請
を
予
定
し
て
い
る
方
は
、
許
可
ま

た
は
更
新
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
詩
埼
玉
県
県
土
整
備
部
建
設

管
理
課
☎
830
―
５
１
７
０

　

育
児
休
業
な
ど
を
取
得
す
る
職
員
の
代

わ
り
に
業
務
を
行
う
、
任
期
付
職
員
の
登

録
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

　

登
録
試
験
日
▼
２
月
１
日
㈬

　

受
付
期
間
▼
１
月
５
日
㈭
～
20
日
㈮
の

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
）

　

登
録
職
種
▼
一
般
事
務
職
、
保
育
士
職

　

試
験
内
容
▼
作
文
お
よ
び
面
接

　

受
験
資
格
▼
高
等
学
校
、
短
期
大
学
ま

た
は
大
学
を
卒
業
し
た
人
で
、
昭
和
29
年

４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
人
。

※
申
込
方
法
、
勤
務
条
件
な
ど
の
詳
細
は
、

受
験
案
内
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
受
験
案
内
は
、
１
月
４
日
㈬
か
ら
総
務

課
（
分
庁
舎
内
）
で
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

申
込
み
・
問
合
せ
詩
総
務
課

　

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

で
は
、
非
常
に
多
く
の
生
命
、
財
産
が
失

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
７
年
の
阪
神
・

淡
路
大
震
災
、
平
成
16
年
の
新
潟
県
中
越

地
震
、
平
成
18
年
の
能
登
半
島
地
震
、
新

潟
中
越
沖
地
震
、
平
成
20
年
の
岩
手
・
宮

城
内
陸
地
震
な
ど
、
日
本
で
は
多
く
の
大

規
模
地
震
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
桶

川
市
で
は
、
こ
う
し
た
災
害
を
教
訓
と
し

て
毎
年
度
防
災
訓
練
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

今
年
度
は
、
市
内
７
小
学
校
に
避
難
所

を
開
設
し
、
市
役
所
本
庁
舎
を
災
害
対
策

本
部
と
し
た
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
防
災
行
政
無
線
や
桶
川
市
防

災
情
報
メ
ー
ル
に
よ
り
、
防
災
訓
練
の
た

め
の
災
害
情
報
の
伝
達
を
行
い
ま
す
。

　

と
き
▼
１
月
14
日
㈯
午
前
８
時
30
分
～

11
時
30
分

　

と
こ
ろ
▼
市
内
７
小
学
校
、
本
庁
舎

　

桶
川
中
学
校
で
は
、
生
徒
の
活
動
の
場

を
確
保
す
る
た
め
、
学
校
内
正
門
付
近
の

中
庭
（
駐
車
場
の
中
央
部
分
）
の
整
備
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

　

整
備
に
先
立
ち
、
中
庭
に
あ
る
「
柳
の

木
」「
柘
植
の
木
」「
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
の
木
」

な
ど
の
一
部
を
伐
採
、
も
し
く
は
移
植
す

る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
こ
の
中
庭
に
あ

る
樹
木
な
ど
に
つ
い
て
記
念
樹
な
ど
の
情

報
を
お
持
ち
の
方
は
桶
川
中
学
校
（
☎
₇₈₇

―
１
３
１
１
担
当
：
教
頭
）
に
１
月
末
日

ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

問
合
せ
詩
学
校
支
援
課

　

県
内
市
町
村
職
員
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
公
務
員
を

目
指
し
て
い
る
方
、
市
町
村
職
員
に
関
心

の
あ
る
方
な
ど
多
く
の
方
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　

内
容
▼
講
演
、
市
町
村
職
員
（
事
務
系
）

に
よ
る
経
験
談
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど

　

と
き
▼
２
月
６
日
㈪
午
後
１
時
～
３
時

40
分
（
午
後
０
時
30
分
開
場
）

　

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
場
と
し
て
、

学
校
施
設
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
の
施
設
利
用
に
つ
い
て
の

説
明
会
を
実
施
し
、
団
体
間
の
調
整
を
し

ま
す
の
で
、
登
録
を
希
望
さ
れ
る
団
体
は
、

必
ず
代
表
１
名
の
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
同
一
人
物
が
複
数
団
体
の
代
表
・
代
理

を
兼
ね
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
）

　

対
象
▼
市
内
在
住
・
在
勤
で
、
責
任
者

が
明
ら
か
な
10
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
ま
た

は
団
体
（
登
録
は
１
団
体
１
校
の
み
と
し
、

営
利
目
的
を
除
く
）。　

※
フ
ッ
ト
サ
ル
の
利
用
登
録
は
、
全
て
の

学
校
（
体
育
館
）
で
登
録
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

開
放
施
設
▼
市
内
の
全
小
・
中
学
校
の

体
育
館
・
校
庭

　

説
明
会
の
日
時
▼
１
月
31
日
㈫
午
後
７

時
か
ら

　

説
明
会
の
場
所
▼
桶
川
東
公
民
館　

※
新
規
登
録
団
体
お
よ
び
更
新
登
録
団
体

は
、
１
月
24
日
㈫
ま
で
に
生
涯
学
習
ス

ポ
ー
ツ
課
（
３
階
）
で
登
録
の
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
詩
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

　

訓
練
内
容
▼
避
難
所
開
設
訓
練
（
小
学

校
）、
災
害
対
策
本
部
設
置
・
運
営
訓
練

（
市
役
所
本
庁
舎
）、
桶
川
小
学
校
で
は
、

午
前
９
時
よ
り
起
震
車
体
験
、
煙
中
体
験

訓
練
、
応
急
手
当
訓
練
な
ど
も
行
い
ま
す
。

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
徒
歩
ま

た
は
自
転
車
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
会
場
内
は
禁
煙
で
す
。

　

詳
し
く
は
詩
安
心
安
全
課

　

市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
、
設
計
・
調

査
・
測
量
そ
の
他
の
業
務
の
委
託
、
物
品

の
購
入
や
借
り
入
れ
に
係
る
競
争
入
札
な

ど
に
参
加
を
希
望
す
る
業
者
の
資
格
審
査

を
次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

　

今
回
は
追
加
登
録
で
す
の
で
、
既
に
登

録
し
て
い
る
方
は
登
録
不
要
で
す
。

※
な
お
、
桶
川
市
に
登
録
す
る
と
、
自
動

的
に
埼
玉
県
央
広
域
事
務
組
合
の
名
簿
に

も
登
録
さ
れ
ま
す
。

　

受
付
期
間
▼
２
月
１
日
㈬
～
15
日
㈬

　

受
付
方
法
▼
郵
送
（
書
留
不
可
）
ま
た

は
宅
配
便
（
持
参
受
付
は
不
可
）

　

登
録
有
効
期
間
▼
４
月
１
日
～
平
成
25

年
３
月
31
日

　

提
出
書
類
▼
提
出
要
領
を
参
照

※
提
出
要
領
は
１
月
４
日
㈬
か
ら
契
約
管

財
課
で
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
契
約
管
財
課

競
争
入
札
参
加
資
格
登
録
︵
競
争
入

札
参
加
願
い
︶
の
追
加
受
付

育
児
休
業
等
代
替
職
員
の
登
録
試
験

の
お
知
ら
せ

桶
川
中
学
校
中
庭
整
備
に
伴
う
樹
木

に
関
す
る
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
︒

埼
玉
県
市
町
村
職
員
採
用
情
報

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
つ
い
て

　20歳から60歳になるまでの40年間は、全員が国民年
金に加入します。 職業などにより、加入の種別は３つ

［第１号被保険者（自営業、学生など）・第２号被保険
者（会社員や公務員）・第３号被保険者（会社員や公
務員の被扶養配偶者）］に分かれます。結婚や就職な
どにより加入の種別が変わるときは年金の届出が必要
です。
※届出の際は必ず年金手帳を持参しましょう。
　詳しくは至保険年金課または、
　　　　　　大宮年金事務所☎652―4739

平
成
23
年
度
桶
川
市
防
災
訓
練

平
成
2₄
年
度
市
内
小
・
中
学
校
体
育

施
設
開
放
に
つ
い
て

　

と
こ
ろ
▼
埼
玉
会
館　

大
ホ
ー
ル

　
　
（
JR
浦
和
駅
西
口
よ
り
徒
歩
７
分
）

　

定
員
▼
１
０
０
０
名
（
先
着
順
）

　

費
用
▼
無
料

　

申
込
み
▼
１
月
10
日
㈫
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
事
前
申
込
み
が
必
要
。
詳

し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「SA

ITA
M

A
 

W
ORKS Navi

」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.hitozukuri.or.jp/navi/

event/s-forum
.php

　

問
合
せ
詩
彩
の
国
さ
い
た
ま
人
づ
く
り

広
域
連
合
自
治
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
☎
₆₆4

―
６
６
８
１

桶
川
市
教
育
委
員
会
第
１
回
定
例
会

　

と
き
▼
１
月
26
日
㈭
午
後
１
時

　

と
こ
ろ
▼
地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー
講

習
室

　

教
育
委
員
会
定
例
会
を
傍
聴
ご
希
望
の

方
は
、
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
会
場

の
都
合
で
人
数
を
制
限
す
る
場
合
は
、
ご

了
承
願
い
ま
す
。
ま
た
、
次
回
の
教
育
委

員
会
は
、
２
月
20
日
㈪
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

詳
し
く
は
詩
教
育
総
務
課

こんなとき 手　続　き 届　出　先

国
民
年
金
に
加
入
す
る

20歳になったとき 国民年金に加入の手続
きをする

第１号被保険者
→市役所
第３号被保険者
→配偶者の勤務先

会社を退職したとき
国民年金に加入の手続
きをする（被扶養配偶
者であった方も同様）

市役所

結婚や退職等で配偶者
の扶養に入ったとき

第３号被保険者への種
別変更の届出をする 配偶者の勤務先

配偶者の扶養からはず
れたとき

第３号被保険者から第
１号被保険者への種別
変更の手続きをする

市役所

配偶者が会社をかわっ
たとき

引き続き第３号被保険
者となる手続きをする 配偶者の勤務先

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る

口座振替を開始（変
更）・辞退

口座振替納付（変更）
申出書等を提出する 各金融機関・年金事務所

クレジットカード納付
を開始（変更）・辞退

クレジットカード納付
（変更）申出書等を提
出する

年金事務所

納付書を紛失したとき 納付書の再発行を申し
出る 年金事務所

保険料を納めるのが困
難なとき

免除や若年者納付猶予
の申請をする 市役所

学生で保険料を納める
のが困難なとき

学生納付特例の申請を
する 市役所

保険料の免除・猶予、
学生納付特例を受けた
期間の保険料を納付
（追納）する

国民年金保険料追納申
込みをする 年金事務所

■国民年金保険料納付案内を民間に委託■

　年金事務所では、国民年金保険料が未納になっている方に対
する「電話や文書による納付督励」や「戸別訪問による納付督
励および保険料の収納業務」を民間に委託しています。
●委託事業者（埼玉県全域）
　　(株)アイヴィジット　☎0120-945-952
【注意事項】
○委託事業者が国民年金保険料をお預かりして収納する場合に
は、必ずお客様が国民年金保険料の納付書をお持ちである場合
に限られます。
○電話や文書により年金事務所職員を名乗り個人情報を聞き出
したり、金銭を詐取しようとする不審な行為が発生しておりま
す。
　不審に思われる電話などによる照会があった場合は、その場
で対応せずに相手の所属と氏名、連絡先を確認いただき、大宮
年金事務所に問い合わせください。
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桶川市保健
センター

緯786-1855
鯖786-0096

　

詳
し
く
は
詩
上
尾
税
務
署
☎
770
―
１
８

０
０

　

対
象
▼
戦
後
強
制
抑
留
者
（
旧
ソ
連
邦

や
モ
ン
ゴ
ル
国
の
地
域
）
で
平
成
22
年
６

月
16
日
に
日
本
国
籍
を
有
す
る
ご
存
命
の

人
（
平
成
22
年
６
月
16
日
以
降
に
亡
く
な

ら
れ
た
方
は
、
相
続
人
に
よ
り
請
求
で
き

ま
す
。）

　

受
付
期
間
▼
３
月
31
日
ま
で
※
既
に
特

別
給
付
金
を
支
給
さ
れ
た
方
は
、
請
求
で

き
ま
せ
ん
。

　

問
合
せ
詩（
独
）平
和
祈
念
事
業
特
別
基

金
☎
０
５
７
０
―
059
―
204
（
受
付
▼
平
日

の
み
午
前
９
時
～
午
後
６
時
）

　

桶
川
市
で
は
、
市
民
な
ど
と
企
業
、
行

政
が
一
体
と
な
っ
て
緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
に
『
桶
川
市
み
ど
り
の

基
金
』
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

寄
附
を
い
た
だ
い
た
方
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　

桶
川
炭
の
会　

様

　
桶
川
花
と
緑
を
い
っ
ぱ
い
に
す
る
会　

様

　

み
な
さ
ま
の
緑
化
に
対
す
る
善
意
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

問
合
せ
詩
環
境
課

　

65
歳
以
上
の
方
の
国
民
健
康
保
険
税
や

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
支
払
方
法
に

つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
年
金
か
ら
の
天

引
き
（
特
別
徴
収
）
を
お
願
い
し
て
お
り

ま
す
が
、
申
出
に
よ
り
、
金
融
機
関
の
口

座
か
ら
の
口
座
振
替
（
普
通
徴
収
）
に
切

り
替
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

《
特
別
徴
収
か
ら
普
通
徴
収
へ
の
切
り
替

え
方
法
》

　

次
の
も
の
を
持
参
し
、
保
険
年
金
課
の

窓
口
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

持
参
す
る
物
▼
①
被
保
険
者
証
②
口
座

番
号
の
分
か
る
も
の
（
預
金
通
帳
な
ど
）

③
通
帳
届
出
印

※
口
座
振
替
へ
の
変
更
は
、
最
短
で
も
２

か
月
以
上
の
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
直
近

の
年
金
天
引
き
に
は
反
映
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

年
金
か
ら
の
天
引
き
の
ま
ま
で
よ
い
方

に
つ
い
て
は
、
手
続
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

詳
し
く
は
詩
保
険
年
金
課

　

平
成
23
年
中
に
国
民
健
康
保
険
税
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
お
よ
び
介
護
保
険

料
を
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
に
よ
り
納

★
給
付
対
象
者

県
内
に
在
住
す
る
交
通
遺
児
で
、
左
記
の

表
に
掲
げ
る
世
帯
に
属
す
る
人

※
「
交
通
遺
児
等
」
と
は
、
18
歳
以
下
の

子
ど
も
（
乳
幼
児
か
児
童
・
学
生
に
限
る
）

で
、
保
護
者
（
一
方
ま
た
は
双
方
）
が
、

交
通
事
故
に
よ
り
死
亡
ま
た
は
重
い
障
害

を
負
っ
た
人
を
い
い
ま
す
。

　

給
付
額
▼
年
額
10
万
円
（
対
象
者
１
人

に
つ
き
）

　

給
付
時
期
▼
４
月
下
旬

　

申
請
書
類
▼
市
役
所
、
学
校
な
ど
で
配

布
　

提
出
方
法
▼
１
月
31
日
㈫
ま
で
に
み
ず

ほ
信
託
銀
行
浦
和
支
店
（
〒
330
―
０
０
６

３
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
2
―
6
―

18
）
に
郵
送
ま
た
は
持
参

　

問
合
せ
詩
埼
玉
県
県
民
生
活
部
防
犯
･

交
通
安
全
課
☎
830
―
２
９
５
８

国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
の
支
払
方
法
の
切
り
替
え

に
つ
い
て

め
ら
れ
た
方
（
国
民
健
康
保
険
税
は
世
帯

主
）
に
、「
国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
お
よ
び
介
護
保
険
料
納

付
確
認
書
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
１
月
下
旬
に

送
付
し
ま
す
。
所
得
税
の
確
定
申
告
を
行

う
際
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
年
金
天
引
き
の
支
払
額
は
、
日
本
年
金

機
構
な
ど
か
ら
送
付
さ
れ
る
源
泉
徴
収
票

に
記
載
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
保
険
年
金
課
ま
た
は
高
齢

介
護
課

　

平
成
23
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、
公
的

年
金
等
の
収
入
金
額
の
合
計
額
が
400
万
円

以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
公
的
年
金
な
ど
に

係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円

以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、
所
得
税
に
つ
い

て
確
定
申
告
書
の
提
出
は
不
要
と
な
り
ま

し
た
。

【
該
当
す
る
方
へ
】　　
　
　
　
　
　
　

　

①
医
療
費
控
除
な
ど
に
よ
る
、
所
得
税

の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
確
定
申
告
書
に

つ
い
て
は
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

②
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
損
失
の
繰

越
控
除
な
ど
、
確
定
申
告
書
の
提
出
が
控

除
適
用
の
要
件
と
な
っ
て
い
る
控
除
を
受

け
る
場
合
に
は
、
確
定
申
告
書
の
提
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

③
住
民
税
の
申
告
は
必
要
で
す
。

　

次
の
方
は
、
桶
川
市
青
少
年
健
全
育
成

市
民
会
議
会
長
と
し
て
、
長
年
の
功
績
が

認
め
ら
れ
、
青
少
年
育
成
埼
玉
県
民
会
議

会
長
か
ら
青
少
年
育
成
功
労
賞
を
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　

問
合
せ
詩
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

交
通
事
故
被
害
者
の
ご
家
族
へ
の

援
護
金

国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
納
付
確
認

書
を
郵
送
し
ま
す

公
的
年
金
な
ど
に
係
る
雑
所
得
を
有

す
る
方
の
所
得
税
の
確
定
申
告
不
要

制
度
の
創
設
に
つ
い
て

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に
対
す

る
特
別
給
付
金
の
請
求
に
つ
い
て

「
桶
川
市
み
ど
り
の
基
金
」
に
寄
附

を
お
寄
せ
く
だ
さ
っ
た
方
々

青
少
年
育
成
功
労
賞
受
賞

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

次
の
方
は
、
埼
玉
県
遺
族
連
合
会
桶
川

支
部
長
と
し
て
、
長
年
の
功
績
が
認
め
ら

れ
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
功
労
者
表
彰
を
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

問
合
せ
詩
社
会
福
祉
課

平
成
23
年
度
援
護
事
業
功
労
者
表
彰

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

「
就
職
面
接
会
」の
開
催
に
つ
い
て

　

上
尾
・
桶
川
・
伊
奈
地
域
雇
用
対
策
協

議
会
主
催
に
よ
る
平
成
24
年
３
月
高
校
・

大
学
な
ど
新
規
卒
業
予
定
者
（
３
年
以

内
）
を
対
象
と
し
た
「
就
職
面
接
会
」
を

開
催
し
ま
す
。

　

内
容
▼
地
元
企
業
を
中
心
に
企
業
ブ
ー

ス
で
採
用
担
当
者
と
個
別
に
面
接

　

と
き
▼
１
月
20
日
㈮
午
後
１
時
～
４
時

ま
で（
午
後
0
時
30
分
～
３
時
30
分
受
付
）

　

と
こ
ろ
▼
上
尾
市
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階

（
上
尾
市
二
ツ
宮
７
５
０
番
地
）

　

対
象
者
▼
桶
川
市
、
上
尾
市
お
よ
び
伊

奈
町
に
在
住
ま
た
は
、
所
在
地
が
あ
る
高

校
・
大
学
な
ど
に
通
学
し
て
い
る
平
成
24

年
３
月
卒
業
予
定
者
。
桶
川
市
、
上
尾
市

お
よ
び
伊
奈
町
に
在
住
の
卒
業
後
３
年
以

内
の
既
卒
者
。

　

申
込
み
▼
予
約
不
要
。

※
当
日
は
履
歴
書
を
複
数
枚
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

　

問
合
せ
詩
上
尾
・
桶
川
・
伊
奈
地
域
雇

用
対
策
協
議
会
事
務
局
☎
777
―
４
４
４
１

交通遺児
等の人数

同居世帯の
総所得額

1人 2,740,000円
以下

２人 3,120,000円
以下

３人 3,500,000円
以下

４人 3,880,000円
以下

５人以上 4,260,000円
以下

中村　　豊さん野本　憲文さん小林　勝一さん

若宮１丁目パトロール隊さん 桶川炭の会さん

桶川西小学校地域安全
防犯推進委員会さん　

辻本健次郎さん臼田　智子さん

シ
ラ
コ
バ
ト
賞
受
賞

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

次
の
方
々
は
、
長
年
に
わ
た
る
住
み
よ

い
ふ
る
さ
と
を
つ
く
る
活
動
が
認
め
ら
れ
、

11
月
14
日
に
彩
の
国
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

問
合
せ
詩
自
治
文
化
課
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市
で
は
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た

６
人
の
人
権
擁
護
委
員
が
、
私
た
ち
の
基

本
的
人
権
擁
護
と
自
由
人
権
思
想
の
普
及

高
揚
を
図
る
た
め
、
啓
発
活
動
や
人
権
侵

犯
事
件
の
被
害
者
救
済
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
の
一
環
と
し

て
人
権
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
人

権
問
題
を
は
じ
め
、
相
続
・
離
婚
・
子
ど

も
の
い
じ
め
や
体
罰
な
ど
日
常
生
活
で
お

困
り
の
方
は
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

と
き
▼
１
月
10
日
㈫
午
前
９
時
～
正
午

　

と
こ
ろ
▼
地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー

※
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

　

１
月
１
日
付
け
で
、
柳
川
達
郎
さ
ん
・

市
田
清
さ
ん
・
冨
士
原
秀
子
さ
ん
が
法
務

大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
、
人
権
擁
護
委
員

に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

問
合
せ
詩
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

人
権
擁
護
委
員
が
再
任
さ
れ
ま
し
た

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
人
権
相
談
所

開
設
の
お
知
ら
せ

※
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
で
は
、
電
話
相

談
（
☎
₈₅₉
―
３
５
０
７
）
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
詩
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

○
次
の
方
か
ら
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　

明
治
安
田
生
命　

桶
川
営
業
所　

様

　
　

雑
巾
70
枚

　

詳
し
く
は
詩
契
約
管
財
課

皆
様
の
善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

事
例
の
中
学
生
の
携
帯
電
話
は
フ
ィ
ル

タ
リ
ン
グ
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
家
の
パ

ソ
コ
ン
も
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
ソ
フ
ト
が
導

入
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
中
学
生
の
親
は
、

こ
れ
で
「
悪
質
サ
イ
ト
対
策
は
万
全
」
と

安
心
し
て
い
た
の
に
、
意
外
な
盲
点
が
あ

り
ま
し
た
。

　

中
学
生
の
話
で
は
、「
親
に
は
言
え
な

い
こ
と
や
学
校
の
友
達
に
も
恥
ず
か
し
く

て
聞
け
な
い
こ
と
が
、
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
。

だ
か
ら
悩
み
事
を
相
談
し
合
え
る
友
達
が

欲
し
か
っ
た
。
あ
る
時
、
携
帯
型
ゲ
ー
ム

機
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
使
え
る
こ
と
を

知
っ
た
。
家
で
は
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
が
使
え

る
環
境
で
あ
り
、
試
し
に
携
帯
型
ゲ
ー
ム

機
を
使
っ
て
み
た
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
つ
な
が
っ
た
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

現
在
、
通
信
技
術
の
発
達
に
よ
り
、
パ

ソ
コ
ン
だ
け
で
な
く
、
携
帯
電
話
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
機
、

携
帯
型
ゲ
ー
ム
機
ま
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
技
術
の
進
歩
に
対
し
て
保
護
者
で
あ

る
親
は
つ
い
て
い
け
な
く
な
っ
て
い
る
現

状
が
あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
は
、
こ

う
し
た
新
し
い
機
器
を
す
ぐ
に
使
い
こ
な

す
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

︻
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
︼

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る
の
は
、

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
通
信
技
術
の
発
達
に
よ
り
、
思
い

も
し
な
か
っ
た
家
電
製
品
か
ら
も
接
続
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
に
家

電
製
品
を
買
い
与
え
る
時
は
、
取
扱
説
明

書
を
よ
く
読
ん
で
か
ら
渡
し
ま
し
ょ
う
。

②
取
扱
説
明
書
を
読
ん
で
も
よ
く
わ
か
ら

な
い
時
は
、
メ
ー
カ
ー
の
お
客
様
相
談
室

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

③
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
ソ
フ
ト
は
万
能
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
過
信
は
禁
物
で
す
。
日
ご

ろ
か
ら
子
ど
も
が
ど
ん
な
サ
イ
ト
を
見
て

い
る
か
よ
く
観
察
し
ま
し
ょ
う
。

④
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
保
管
に
は
、
細

心
の
注
意
を
払
い
ま
し
ょ
う
。
万
が
一
、

子
ど
も
が
親
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を

使
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
親
の
カ
ー
ド
管
理

責
任
が
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

⑤
事
例
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
、
未
成
年

者
の
契
約
と
し
て
取
り
消
す
こ
と
が
で
き

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

携
帯
型
ゲ
ー
ム
機
で
出
会
い
系
サ
イ
ト
！
～
そ
ん
な
こ
と
で
き
る
の
？
～

︻
事
例
︼
携
帯
型
ゲ
ー
ム
機
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
見
て
い
て
、
出
会
い
系
サ
イ

ト
を
見
つ
け
、
登
録
し
て
し
ま
っ
た
。

完
全
無
料
で
登
録
す
れ
ば
友
達
を
紹
介

し
て
く
れ
る
と
表
示
さ
れ
て
い
た
。
登

録
す
る
と
、「
ポ
イ
ン
ト
を
買
え
。
お
金

を
払
え
。
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
を
取
得
し
た

か
ら
家
に
行
く
ぞ
。
法
的
措
置
を
取
る
。」

と
脅
さ
れ
た
。
怖
く
な
り
、
母
親
の
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
カ
ー
ド
番
号
を
入

力
し
た
。「
こ
れ
で
終
わ
る
。」
と
思
っ

た
の
に
、
次
か
ら
次
へ
と
「
お
金
を
払
え
。

家
に
行
く
。
訴
え
る
。」
と
メ
ー
ル
が
来

て
し
ま
っ
た
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

（
中
学
生　

男
子
）

桶
川
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

相
談
日
時
▼
毎
週
月
・
火
・
木
・
金
曜

日（
祝
日
を
除
く
）午
前
10
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
３
時
30
分
緯
786
―
３
２
１

１※
相
談
の
際
に
は
、
契
約
書
や
経
緯
を

ま
と
め
た
資
料
を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

柳川　達郎さん市田　　清さん冨士原秀子さん

　２月１日現在で、平成24年経済センサス⊖活動調査を実
施します。
　調査は、全国すべての民営の事業所および企業が対象
です。

（農林漁家に属する個人経営の事業所、家事サービス業お
よび外国公務に属する事業所を除く）
　１月から、調査員がお伺いして直接調査票を配布・回
収する方法を基本とし、支社などを有する企業などにつ
いては、国、都道府県もしくは市から民間事業者を通じ
て郵送により調査票を配布・回収する方法で行います。
　経済センサス⊖活動調査は商店や工場、営業所、事務所、
学校、旅館、学習塾、病院、寺院など、すべての事業所
が対象となる大規模な統計調査です。
　経営組織、事業所の開設時期、従業者数、事業所の主
な事業の内容、売上および費用の金額、事業別売上金額
などについて調査します。
　統計調査の結果は国や都道府県、市区町村などがこれ
からの行政を考える重要な基礎資料として活用されます。
調査票が届きましたらご記入をお願いします。
　ご協力をお願いします。

平成24年経済センサス‒
　　活動調査の協力について

総務省・経済産業省・埼玉県・桶川市

詳しくは至総務課

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

外壁塗装工事
埼玉県知事　許可 （般－22） 第 56065 号

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

緑緑をを基基本本にに、、ややすすららぎぎとと空空間間をを庭庭園園にに
街街並並みみにに調調和和ししたた住住ままいいづづくくりりをを提提供供ししまますす。。

剪定枝・伐採木受入れ・伐採工事
堆肥化、自社リサイクル

桶北エコグリーン
桶川市許可番号 桶指令り 第2－1号

庭木販売
庭園リホーム
造園工事
緑地管理

株式会社

中村植産造園
桶川市川田谷5190－1
TEL 048－787－0147

平日（月～金）9：00～17：00
定休日：土・日・祝祭日

〒362－0001 上尾市上88－1

まずはお電話を！ 090－3334－4649

ふみきり

ファミリー
マート

衣紋屋
Ｐ
Ａ
Ｐ
Ａ

北上尾駅 桶川駅
ローソン

ビバホーム

旧　中　山　道

1　7　号
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桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp

桶川市携帯版公式サイト
http://www.okegawa.lg.jp/mobile桶川市役所 緯786-3211

鯖786-9866
桶川市
教育委員会

緯728-4111
鯖728-7353

桶川市保健
センター

緯786-1855
鯖786-0096

　

実
施
日
▼
１
月
22
日
㈰
（
22
日
に
実
施

で
き
な
い
場
合
、
ご
都
合
の
良
い
日
を
選

ん
で
実
施
し
て
く
だ
さ
い
）　　
　
　

　

問
合
せ
詩
環
境
課
ま
た
は
、
埼
玉
県
環

境
部
温
暖
化
対
策
課
☎
830
―
３
０
３
８

　

市
で
は
、
入
学
準
備
に
あ
た
り
資
金
の

調
達
が
困
難
な
方
に
対
し
、
入
学
準
備
金

の
貸
し
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

貸
付
額
▼

・
高
等
学
校
・
高
等
専
門
学
校
・
専
修
学

校
↓
20
万
円

・
大
学
・
短
大
↓
40
万
円

　

貸
付
対
象
者
▼
次
の
要
件
を
満
た
す
方

・
申
請
年
度
の
前
年
度
の
１
月
１
日
以
前

か
ら
市
内
に
居
住
す
る
人

・
連
帯
保
証
人
（
関
東
一
都
六
県
に
居
住

し
、
独
立
の
生
計
を
営
む
20
歳
以
上
の
住

民
税
完
納
者
）
が
い
る
人

　

償
還
方
法
▼
口
座
振
替
で
平
成
24
年
10

月
か
ら
40
月
割
賦
（
無
利
子
）

　

貸
付
の
適
否
▼
審
査
の
う
え
、
書
面
で

貸
付
の
適
否
に
つ
い
て
通
知
し
ま
す
。

　

申
請
期
間
▼
２
月
10
日
㈮
ま
で
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日

お
よ
び
年
末
年
始
を
除
く
）

※
申
請
用
紙
は
、
教
育
委
員
会
に
あ
り
ま

す
。

　

詳
し
く
は
詩
教
育
総
務
課

●　掲載しているページ
　　埼玉県央広域事務組合　
　　　　　　http://www.ken-o.or.jp/
　　埼玉県央広域消防本部
　　　　　　http://www.ken-o.or.jp/fi rehead/
　　事務組合携帯サイト　　
　　　　　　http://www.ken-o.or.jp/i-index.html
●　救急隊の活動支援など、一部の出動については掲●　救急隊の活動支援など、一部の出動については掲
　　載しない場合があります。
●　災害の状況によっては、試験運用中のため情報の
　　掲載が遅れる場合があります。

　　詳しくは至埼玉県央広域消防本部指令課
　　　　　　　☎０４８－５９７－３３０１

県
立
上
尾
特
別
支
援
学
校
「
障
害
者

雇
用
セ
ミ
ナ
ー
・
企
業
向
け
学
校
見

学
会
」
の
お
知
ら
せ

ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
・
節
電
対
策
に

ご
協
力
を

　

市
で
は
、
12
月
か
ら
次
の
と
お
り
ウ
ォ

ー
ム
ビ
ズ
・
節
電
対
策
を
実
施
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

実
施
内
容
▼
服
装
↓
重
ね
着
を
す
る
。

エ
ア
コ
ン
↓
20
度
以
下
で
我
慢
で
き
な
い

と
き
は
、
設
定
温
度
を
20
度
以
下
と
し
、

午
前
８
時
30
分
以
降
に
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ

午
後
５
時
で
ス
イ
ッ
チ
を
切
る
。
照
明
器

具
↓
原
則
50
％
カ
ッ
ト
し
、
昼
休
み
は
完

全
消
灯
。
午
後
５
時
15
分
以
降
は
自
席
の

照
明
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
る
。
冷
蔵
庫
↓
一

部
を
除
き
原
則
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
く
。
電

気
器
具
↓
使
用
禁
止
。
パ
ソ
コ
ン
↓
２
時

間
以
上
席
を
離
れ
る
時
は
シ
ャ
ッ
ト
ダ
ウ

ン
す
る
。
時
間
外
勤
務
↓
エ
ア
コ
ン
・
照

明
の
使
用
を
極
力
控
え
る
。

︻
市
民
の
皆
さ
ん
へ
︼

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
家
庭
で
で
き
る
節
電

対
策
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

た
と
え
ば
・
・
・

・
エ
ア
コ
ン
の
フ
ィ
ル
タ
ー
の
掃
除
を
こ

ま
め
に
行
い
、
カ
ー
テ
ン
な
ど
で
冷
気
の

進
入
を
カ
ッ
ト
し
、
風
向
き
は
下
向
き
に

す
る
。

・
こ
た
つ
・
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
に
つ
い
て

は
、
機
器
本
体
と
床
と
の
間
に
敷
物
を
し
、

こ
た
つ
の
掛
け
布
団
、
敷
き
布
団
は
２
枚

に
す
る
。

・
冷
蔵
庫
に
つ
い
て
は
、
扉
の
開
閉
は
短

く
少
な
く
し
、
で
き
る
だ
け
放
熱
ス
ペ
ー

ス
を
と
る
。

・
温
水
洗
便
座
の
ふ
た
を
閉
め
る　

な
ど

　

ほ
ん
の
些
細
な
こ
と
で
も
節
電
に
つ
な

が
り
ま
す
。
各
ご
家
庭
で
省
エ
ネ
に
工
夫

を
凝
ら
し
、
寒
い
冬
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ

う
。

　

問
合
せ
詩
環
境
課

　

暖
房
な
ど
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量

が
増
え
る
冬
、「
こ
の
日
は
、
一
日
環
境

に
よ
い
こ
と
を
し
よ
う
」
と
決
め
て
、「
エ

コ
ラ
イ
フ
Ｄ
Ａ
Ｙ
」
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ

ん
か
。「
部
屋
を
出
る
時
は
、
明
か
り
を

消
し
た
」「
暖
房
の
設
定
温
度
を
い
つ
も

よ
り
低
く
設
定
し
た
」
な
ど
、
省
エ
ネ
・

省
資
源
と
い
っ
た
環
境
に
配
慮
し
た
生
活

を
す
る
こ
と
で
、
そ
の
成
果
を
二
酸
化
炭

素
な
ど
の
削
減
量
や
節
約
額
と
し
て
実
感

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

自
治
会
、
学
校
、
団
体
、
事
業
所
単
位

で
参
加
で
き
ま
す
。
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
は
、

環
境
課
で
配
布
し
ま
す
。
個
人
で
参
加
さ

れ
る
場
合
は
、
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
ほ
か
、

埼
玉
県
温
暖
化
対
策
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
参
加
で
き
ま
す
。

http://w
w

w
.pref.saitam

a.lg.jp/
page/ecolifeday.htm

l

入
学
準
備
金
貸
付
制
度
の
ご
案
内

　

高
等
部
で
は
、
作
業
学
習
な
ど
を
通
し

て
社
会
で
働
く
意
識
や
力
を
育
て
て
い
ま

す
。
こ
こ
最
近
、
企
業
就
労
を
目
指
す
生

徒
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
学

校
の
こ
と
、
生
徒
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た

だ
く
機
会
と
し
て
、
障
害
者
雇
用
に
関
す

る
セ
ミ
ナ
ー
お
よ
び
学
校
見
学
会
を
企
画

し
ま
し
た
。
障
害
者
の
雇
用
を
お
考
え
の

企
業
の
み
な
さ
ま
に
、
是
非
来
校
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　

と
き
▼
２
月
１
日
㈬
午
前
10
時
～
午
後

０
時
15
分
（
午
前
９
時
45
分
か
ら
受
付
開

始
）

　

と
こ
ろ
▼
県
立
上
尾
特
別
支
援
学
校

（
上
尾
市
東
町
３
―
２
０
０
９
―
３
）

　

内
容
▼
講
演
「
知
的
障
害
者
の
雇
用
に

つ
い
て
」、
学
校
概
要
説
明
、
授
業
見
学
、

質
疑
応
答
な
ど

　

講
師
▼
上
尾
市
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン

タ
ー
所
長　

西
野
隆
弘
さ
ん

　

申
込
み
・
問
合
せ
詩
上
尾
特
別
支
援
学

校
進
路
指
導
部
へ
電
話
ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
①
氏
名
②
連
絡
先
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。
☎
774
―
９
３
３
１
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
770
―

１
０
５
０

　

防
火
管
理
者
に
な
る
た
め
に
必
要
な
資

格
を
取
得
す
る
講
習
会
を
開
催
い
た
し
ま

す
。

　

と
き
▼
２
月
23
日
㈭
・
24
日
㈮
午
前
９

時
～
午
後
４
時

　

と
こ
ろ
▼
埼
玉
県
防
災
学
習
セ
ン
タ
ー

３
階
会
議
室
（
鴻
巣
市
袋
30
番
地
）

※
会
場
に
は
受
講
者
用
の
駐
車
場
は
あ
り

ま
せ
ん
。（
北
鴻
巣
駅
東
口
か
ら
徒
歩
約

15
分
）

　

定
員
▼
80
人
（
先
着
順
）

　

費
用
▼
３
︐４
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

甲
種
防
火
管
理
者
新
規
講
習
の
開
催

冬
の
エ
コ
ラ
イ
フ
Ｄ
Ａ
Ｙ
～
み
ん
な

の
あ
っ
た
か
ひ
と
工
夫　
ひ
か
え
め

暖
房　
エ
コ
ラ
イ
フ
～

　

申
込
み
▼
１
月
30
日
㈪
～
２
月
10
日
㈮

（
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
）直
接
、

埼
玉
県
央
広
域
消
防
本
部
予
防
課
、
桶
川

消
防
署
ま
た
は
、
埼
玉
県
央
広
域
消
防
本

部
予
防
課
へ
Ｆ
Ａ
Ｘ
。　
　
　
　
　
　
　

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
む
場
合
は
、
防
火
管

理
講
習
申
込
み
と
記
載
の
う
え
、
住
所
、

氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
を

明
記
し
、
送
信
し
た
後
に
必
ず
電
話
で
受

講
番
号
な
ど
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
詩
埼
玉
県
央
広
域
消
防
本
部
予

防
課
☎
048
―
597
―
２
０
０
４
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
048

―
597
―
３
７
１
６

携帯電話のバーコード読み取り機能が利用
できる方は、左のQRコードをご利用くだ
さい。

ホームページに管内の災害発生状況を
掲載しています。

自分スタイルの高校生活
家庭訪問コース併設
不登校・引きこもり支援
小・中・高校生対象

23年４月
開校！

全日型スタイルで充実の高校生活
マイペースで選ぶ週３日の通学
まずは週１回からの通学でトライ

中学復習から大学受験まで
選べる登校で　できるところから！
キャリア教育で希望進路実現

学習
生活
進路

レギュラーコース
ステップコース
トライアルコース

自分スタイルの高校生活
新入（現中３生）・転編入生　個別相談実施中　※要電話予約

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
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1月10日は110番の日です！
《緊急時の事件･事故は110番》
･交通事故にあったとき
・空き巣やひったっくりの被害
・不審な人を見たとき　　など
局番なし「110」を
ダイヤルしてください。

★110番通報のポイント★
～落ち着いて話しましょう～
①事件か事故か
②場所はどこか
③いつ発生したか
④犯人の特徴は
⑤あなたの住所氏名電話番号

　

埼
玉
司
法
書
士
会
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

で
は
平
成
23
年
11
月
か
ら
各
相
談
が
無
料

に
な
り
ま
し
た
。
相
談
日
（
相
談
時
間
は

い
ず
れ
も
午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
）
は

次
の
と
お
り
で
す
の
で
、
電
話
予
約
の
う

え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

相
談
日
▼
月
曜
：
遺
言
・
相
続
・
登
記

相
談
、
火
曜
：
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
相

談
、
水
曜
：
裁
判
・
そ
の
他
法
律
相
談
、

木
曜
：
法
律
・
登
記
相
談
（
ク
レ
サ
ラ
含

む
・
30
分
）、
金
曜
：
成
年
後
見
・
家
事

事
件
相
談
、
毎
月
第
４
土
曜
：
多
重
債
務

110
番

※
木
曜
の
み
、
当
日
午
前
８
時
30
分
か
ら

当
会
事
務
局
に
来
所
し
て
先
着
順
の
受
付

と
な
り
ま
す
（
電
話
予
約
不
可
）。

　

問
合
せ
詩
埼
玉
司
法
書
士
会
（
浦
和
総

合
相
談
セ
ン
タ
ー
）
☎
838
―
７
４
７
２

1 月 ●桶川市役所／緯７８６－３２１１　姉７８６－９８６６
●教育委員会／緯７２８－４１１１　姉７２８－７３５３　　●社会福祉協議会／緯７２８－２２２１　姉７２８－２３１３

相　　　　談 相談員 相　　談　　内　　容 と　　　き と　こ　ろ 問 合 せ

法律相談（予約制） 弁 護 士 相隣、金銭・賃貸借、離婚・相続などの法
律全般についての相談

１0日㈫・１３日㈮・１８日㈬・２６日㈭・２
月３日㈮・７日㈫・１５日㈬・２３日㈭・
２７日㈪　１４：00～１７：00

市役所相談室

秘書広報課

司 法 書 士 法 律
相 談（ 予 約 制 ） 司法書士 相続、遺言、名義変更、会社設立登記、成

年後見、少額民事訴訟（債務整理）等の相談
１２日㈭　＊次回は２月９日㈭
１３：00～１６：00 市役所相談室

事業とくらしの相談 行政書士 成年後見制度、相続、各種契約書、内容証
明、会社設立などの手続きの相談

１１日㈬　＊次回は２月１日㈬
１３：00～１６：00 市役所相談室

税 務 相 談 税 理 士 相続税や贈与税、その他税金についての相談 ２５日㈬
１３：00～１６：00 市役所相談室

住 宅 相 談 建設団体
の相談員

住宅の新築、増改築、修繕、工事、耐震な
どの相談

２１日㈯
９：00～１２：00

市役所第3会議室
電話可　緯７８６-３２１１

行 政 相 談 行政相談
委 員

国や県、公団・公社等への要望や苦情につ
いての相談

１３日㈮　＊次回は２月３日㈮
１0：00～１２：00 市役所相談室

多 重 債 務 相 談 市 役 所
職 員

消費者金融等からの借金返済などに困って
いる方の相談 随時 市役所相談室

直通緯７８６-３４５0

暴力団被害相談（予約制） 上尾警察署
職 員

暴力団により被害を受けたり、困っている
ことについての相談 随時 市役所相談室 安心安全課

女性相談（予約制） 県外の専門
カウンセラー 女性のためのなんでも相談 １６日㈪

１0：00～１６：00 アソシエ（さくらフレンド内）
人権・男女共同
参画課人 権 相 談 人権擁護

委 員
悩みごと・相続・離婚問題・子どものいじ
めなどの日常生活でお困りのことの相談

１0日㈫
９：00～１２：00 地域福祉活動センター

内 職 相 談 市 役 所
職 員 内職に関する相談・案内 毎週水・金曜日（祝日を除く）

１0：00～１５：00
勤労福祉会館
直通緯７７３-１１２１（水・金曜日） 産業観光課

消 費 生 活 相 談 消費生活
相 談 員

消費者トラブルや苦情など、消費生活全般
についての相談

毎週月・火・木・金曜日（祝日を除く）
１0：00～１５：３0（１２：00～１３：00を除く）

市役所南庁舎2階
電話可　緯７８６-３２１１ 自治文化課

こ ど も と 家 庭
な ん で も 相 談

専 門
相 談 員

小中高生本人・親など、いじめや学校での
悩み、子育ての心配ごとやイライラの相談

毎週火・木曜日（祝日を除く）
１0：00～１６：00

子育て支援センター
電話可
直通緯７７７-７７0８

こども支援課

こどものことばや運動面 専 門
相 談 員 未就学児の発達についての相談 事前に電話で申し込み、日程

調整して決定
こども発達支援センター
緯７８７-５５６２

こども発達支援
センター

教 育 相 談 専 門
相 談 員

子どもの教育やしつけについて悩み、困り
ごとがある家庭の相談

毎週月～金曜日（祝日を除く）
９：00～１７：00

桶川市教育相談所
直通緯７８６-３２３７

教育委員会学校
支援課

心 配 ご と 相 談 民生委員 さまざまな心配ごとの相談 毎週土曜日（祝日を除く）
１３：00～１５：00

地域福祉活動センター
直通緯７２８-２３６９

社会福祉協議会
結 婚 相 談 民生委員 結婚を望む方の相談 毎週土曜日（祝日を除く）

１３：00～１５：00 地域福祉活動センター
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センター

クラブクララブ
生活クラブは、食品の放射能検査
を全品目で実施検査結果をすべて
公表し、情報公開を徹底します。

生活クラブ生協埼玉  　 0120－391－144
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